
　
2027年３月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）

2026年８月10日

上場会社名 株式会社アトム 上場取引所  東 名

コード番号 7412 ＵＲＬ  https://www.atom-corp.co.jp/

代表者 （役職名）代表取締役社長 （氏名）植田　剛史

問合せ先責任者 （役職名）取締役管理本部長 （氏名）佐藤　真一郎 ＴＥＬ  045-224-7390

配当支払開始予定日 －

決算補足説明資料作成の有無：無

決算説明会開催の有無      ：無

（百万円未満切捨て）

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 7,406 3.9 △465 － △487 － △401 －

2026年３月期第１四半期 7,129 △17.4 △350 － △368 － △426 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期第１四半期 △2.08 －

2026年３月期第１四半期 △2.25 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 15,490 3,279 21.2

2026年３月期 14,519 3,680 25.4

（参考）自己資本 2027年３月期第１四半期 3,279百万円 2026年３月期 3,680百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2027年３月期 －

2027年３月期（予想） － － － －

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 31,775 4.5 930 － 848 － 1 － △0.01

１．2027年３月期第１四半期の業績（2026年４月１日～2026年６月30日）

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

2027年３月期の配当予測につきましては、現時点では未定としております。

３．2027年３月期の業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年３月期１Ｑ 193,559,297株 2026年３月期 193,559,297株

②  期末自己株式数 2027年３月期１Ｑ 423,032株 2026年３月期 423,032株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2027年３月期１Ｑ 193,136,265株 2026年３月期１Ｑ 193,125,403株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項については、添付資料Ｐ３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関

する説明」をご覧ください。

（公認会計士又は監査法人によるレビュー報告書の添付について）

レビュー報告書を添付した四半期決算短信については、2026年８月12日に開示する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間における我が国経済は、雇用・所得環境の改善や賃上げの継続を背景に、景気は緩やかな回

復基調で推移しました。一方で、米国の通商政策の動向、中東情勢の緊迫化等による地政学リスクの高まり、為替相

場の変動、物価上昇の長期化等により、個人消費には節約志向や価格に対する選別意識がみられるなど、先行きは依

然として不透明な状況が続いております。

外食産業におきましては、価格改定や商品施策等により売上は堅調に推移したものの、消費者の節約志向は根強

く、原材料価格、人件費、物流費及びエネルギーコストの上昇が継続するなど、厳しい事業環境が続きました。

このような状況において、当社は「すべてはお客様と従業員のために」という企業理念の原点に立ち返り、「外食

としての原点回帰」を基本方針として、レストラン事業の質的向上と収益基盤の再構築に取り組んでまいりました。

あわせて、創業の地である福井県をはじめとした地域に根ざすローカルチェーンとしての特性を活かし、地域特性に

応じた商品・サービスの提供及び情報発信を推進しております。

・ステーキ宮においては、４月８日にグランドメニューを改定し、希少部位みすじを使用した「宮ステーキ」を新た

な定番商品として展開したほか、ドリア、グラタン等のライトミール、魚介プレートメニュー、パン食べ放題等の商

品ラインアップを拡充致しました。また、ＧＷ期間中のランチメニュー実施や、従来よりご好評をいただいていた

「宮ロース」及び「宮ロースじゅうじゅう焼き」の期間限定販売等により、幅広いお客様の来店動機の創出と客単価

向上に取り組みました。

・焼肉業態においては、４月22日にグランドメニューを改定し、食べ放題コースを従来の４コースから３コースへ再

編するとともに、新たにオプションを設定することで、多様なニーズへの対応と客単価向上の両立を図りました。ま

た、愛知県、岐阜県、三重県で実施していた1,980円食べ放題コースをアプリ会員限定へ変更し、会員基盤の拡大と

販売施策の効率化に取り組みました。さらに、ランチメニューのバリエーション拡大や、地域を絞った映画館でのシ

ネアド及びクーポン配布等により、認知度向上と来店動機の創出を進めております。

・寿司業態においては、４月７日にグランドメニューを改定し、新たな一品メニューとして「姫丼」「姫つつみ」を

導入したほか、キッズメニューの拡充及びキッズパスポートの配布を通じて、ファミリー層の来店促進に取り組みま

した。また、各地の店舗において国産生本まぐろを中心とした解体ショーを実施したほか、「しまあじと初夏の涼味

祭り」や「すし屋のうな重」等の季節メニューを展開し、来店動機の創出と体験価値の向上により、集客力の強化に

努めております。

・店舗開発においては、店舗ポートフォリオの最適化と収益性の改善を目的として、収益性に課題のある一部の「ス

テーキ宮」店舗について、コロワイドグループ内のシナジーを活用し、「大戸屋ごはん処」への業態転換を実施致し

ました。これにより店舗資産の有効活用及び収益性向上を図っております。また、ステーキ宮福井文京店では、広い

敷地を活用し、「グリエ・ミア！」へ業態転換するとともに、同一敷地内に「サンモリッツ」を新規出店すること

で、複合業態モデルを構築し、既存資産の有効活用と収益性の向上に取り組みました。

これらの結果、当第１四半期累計期間における業績は、売上高が74億６百万円（前年同期比3.9％増）となりまし

た。一方で、食材価格、人件費等の上昇に加え、既存店活性化を目的とした改装投資及び販売促進施策を積極的に実

施したことから、営業損失が４億65百万円（前年同期３億50百万円）、経常損失が４億87百万円（前年同期３億68百

万円）、四半期純損失が４億１百万円（前年同期４億26百万円）となりました。

また、今後の業績見通し等を踏まえて繰延税金資産の回収可能性を検討した結果、繰延税金資産を計上し、法人税

等調整額（△は利益）△１億９百万円を計上しました。当該計上により、四半期純損失が１億９百万円減少しており

ます。なお、本件による通期業績予想の変更はありません。

当第１四半期累計期間において、新規出店１店舗（「サンモリッツ」）、不採算店１店舗（「ステーキ宮」）を閉

鎖したことにより、当第１四半期会計期間末の店舗数は247店舗（直営店237店舗、ＦＣ店10店舗）となりました。ま

た、業態転換を３店舗（「ステーキ宮」から「グリエ・ミア！」へ１店舗、「ステーキ宮」から「大戸屋ごはん処」

へ２店舗）、改装を21店舗（「ステーキ宮」６店舗、「カルビ大将」１店舗、「にぎりの徳兵衛」10店舗、「海鮮ア

トム」１店舗、「かつ時」３店舗）行いました。

当社は今後も、不採算店舗の整理、業態転換、既存店改装、商品施策及び販売促進施策の最適化を推進し、収益性

の改善及び企業価値向上に取り組んでまいります。
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（２）財政状態に関する説明

　資産・負債及び純資産の状況

（資産）

　当第１四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ９億70百万円増加し、154億90百万円となり

ました。その要因は現金及び預金を主とした流動資産の増加５億61百万円、新規出店、改装、業態転換等による

有形固定資産の増加３億84百万円によるものであります。

（負債）

　当第１四半期会計期間末における負債合計は、前事業年度末に比べ13億71百万円増加し、122億10百万円とな

りました。その要因は短期借入金を主とした流動負債の増加11億88百万円、長期借入金を主とした固定負債の増

加１億83百万円によるものであります。

（純資産）

　当第１四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末に比べ４億１百万円減少し、32億79百万円となりま

した。その要因は、四半期純損失４億１百万円を計上したことによるものであります。また、純資産の総額には

影響しないものの、利益剰余金の欠損填補に伴い、資本剰余金9億76百万円を利益剰余金へ振り替えておりま

す。さらに、自己株式として保有していたＢ種優先株式20株を消却したことに伴い、資本剰余金が21億27百万円

減少しております。

この結果、自己資本比率は21.2％（前事業年度末は25.4％）となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2027年３月期の業績予想につきましては、2026年５月８日に公表致しました内容から変更はございません。
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（単位：百万円）

前事業年度
（2026年３月31日）

当第１四半期会計期間
（2026年６月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,633 4,367

売掛金 1,158 907

棚卸資産 238 259

その他 521 577

流動資産合計 5,552 6,113

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 3,080 3,281

その他（純額） 2,199 2,382

有形固定資産合計 5,279 5,664

無形固定資産 81 82

投資その他の資産

敷金及び保証金 2,764 2,694

その他 877 970

貸倒引当金 △35 △35

投資その他の資産合計 3,606 3,629

固定資産合計 8,967 9,376

資産合計 14,519 15,490

負債の部

流動負債

買掛金 2,321 2,293

短期借入金 800 1,500

１年内返済予定の長期借入金 1,581 1,526

未払法人税等 － 26

賞与引当金 42 76

販売促進引当金 379 544

その他 1,772 2,118

流動負債合計 6,898 8,087

固定負債

長期借入金 2,799 2,908

資産除去債務 773 771

その他 367 443

固定負債合計 3,940 4,123

負債合計 10,838 12,210

純資産の部

株主資本

資本金 100 100

資本剰余金 6,856 3,752

利益剰余金 △976 △401

自己株式 △2,298 △170

株主資本合計 3,682 3,280

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1 △1

評価・換算差額等合計 △1 △1

純資産合計 3,680 3,279

負債純資産合計 14,519 15,490

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

- 4 -

㈱アトム（7412）　2027年３月期　第１四半期決算短信



（単位：百万円）

前第１四半期累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　2026年４月１日

至　2026年６月30日）

売上高 7,129 7,406

売上原価 2,647 2,928

売上総利益 4,482 4,477

販売費及び一般管理費 4,832 4,943

営業損失（△） △350 △465

営業外収益

不動産賃貸料 37 37

その他 7 7

営業外収益合計 45 44

営業外費用

支払利息 18 26

不動産賃貸原価 35 35

その他 9 4

営業外費用合計 63 66

経常損失（△） △368 △487

特別利益

固定資産売却益 － 15

投資有価証券売却益 0 －

その他 2 －

特別利益合計 2 15

特別損失

固定資産除却損 36 33

減損損失 5 －

その他 0 0

特別損失合計 42 34

税引前四半期純損失（△） △408 △506

法人税、住民税及び事業税 44 4

法人税等調整額 △26 △109

法人税等合計 17 △105

四半期純損失（△） △426 △401

（２）四半期損益計算書
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（四半期財務諸表の作成方法）

四半期財務諸表は、株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４

条第１項及び期中財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（ただし、四半期財

務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成しております。

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年６月30日）

当社は、「レストラン事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　2026年４月１日　至　2026年６月30日）

当社は、「レストラン事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

2026年５月20日開催の取締役会において、繰越利益剰余金の欠損を填補し、早期の財務体質の強化を図るととも

に今後の資本政策の柔軟性及び機動性を確保することを目的として、剰余金の処分を決議し、同日付で処分を実施

致しました。この結果、当第１四半期累計期間において、資本剰余金が９億76百万円減少し、利益剰余金が９億76

百万円増加しております。

また、同取締役会において、自己株式として保有していたＢ種優先株式20株の消却を決議し、2026年５月31日付

で消却致しました。この結果、当第１四半期累計期間において、資本剰余金及び自己株式がそれぞれ21億27百万円

減少しております。

これらの結果、当第１四半期会計期間末において、資本剰余金は37億52百万円、利益剰余金は△４億１百万円、

自己株式の残高は１億70百万円となっております。

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

前第１四半期累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　2026年４月１日

至　2026年６月30日）

減価償却費 173百万円 173百万円

（四半期キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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